
 

令和７年度：第１０回 西蒲区自治協議会 総務部会 会議概要 

 

◆会議概要 

 ○名称：西蒲区自治協議会 令和７年度 第１０回総務部会 

○日時：令和８年１月２９日（木）午後３時５５分～午後４時４５分 

 ○場所：巻地区公民館 ２階 和室 

○出席委員：桒原委員、乙山委員、本田委員、小栁委員、吉田委員 
本井文雄委員、田中（久）委員、米山委員 
以上８名（欠席：近藤（実）委員、佐々木（寛）委員） 

○事務局：地域総務課補佐、同課副主査 
 ○傍聴者：０名 
 

◆会議内容 

令和７年度区自治協議会提案事業について 

・当日の運営資料について、役割分担や内容の協議を行いました。 

・防災フォーラムで話すテーマは備蓄とハザードマップのこととし、備蓄品については

委員が持ち寄ることとしました。 

・来場者に配布する資料及びアンケートについて、確認を行いました。 

・申込状況の共有を行いました。 

 

その他 

  なし 

資料１－１



令和７年度：第１１回 西蒲区自治協議会 保健福祉部会 会議概要 

 

◆会議概要 

 ○名称：西蒲区自治協議会 令和７年度 第１１回保健福祉部会 

○日時：令和８年１月２９日（木）午後３時５５分～午後４時４５分 

 ○場所：巻地区公民館 ２階 研修室 

○出席委員：田中（隆）委員、鈴木委員、拝野委員、池田委員、藤田委員、 

岩見委員、佐々木（貴）委員 

以上７名（欠席：後藤委員、谷原委員、原委員） 

○事務局：健康福祉課長、地域総務課係長、同課副主査 

 ○傍聴者：０名 

 

 

◆会議内容 

令和７年度区自治協議会提案事業について 

・１２月４日（木）と１２月１８日（木）に実施した、コミュニティ協議会等の地域

に向けた「高齢者の移動支援」の意識づけを目的とした勉強会をふりかえり、評価に

ついて協議しました。 

・参加者アンケートの結果を用いてふりかえり、アンケート結果を参加者に共有する

ことになりました。 

・評価は、事務局の案に対して意見交換し、来月の部会で一部修正したものを再検討

することとなりました。 

 

その他 

  なし 

資料１－２



令和７年度：第１０回 西蒲区自治協議会 まちづくり・産業部会 会議概要  

 

◆会議概要 

 ○名称：西蒲区自治協議会 令和７年度 第１０回まちづくり・産業部会 

○日時：令和８年１月２９日（木）午後３時５５分～午後４時５０分 

 ○場所：巻地区公民館 ３階 小ホール 

○出席委員：石田委員、上原委員、岩﨑委員、近藤（イ）委員、相馬委員、岡﨑委員、 

      大橋委員、滝沢委員、五傅木委員 

以上７名（欠席：本井文吉委員） 

○事務局：産業観光課長、地域総務課長補佐、同課主査 

 ○傍聴者：０名 

 

◆会議内容 

令和７年度区自治協議会提案事業について（にしかん応援隊） 

・応援隊活用セミナーの発表資料や当日の役割分担について協議しました。 

・セミナーの日程を変更しました。 

 日時：令和８年２月２５日（水）午前１０時～１１時 

 会場：巻地区公民館 ３階小ホール 

 対象：コミ協、にしかん商工会、観光協会（巻、岩室温泉）、自治協委員など 

・コミ協には、地域イベントの中心となる方や、会長、事務局長など、１コミ協につき

３名以上の参加を依頼することとしました。 

 

・次年度に作成予定のリーフレットの内容、レイアウト、送付先などについて検討しま

した。次回の部会でポスターの案と併せて再度検討することとしました。 

 

 

その他 

  なし 

資料１－３



令和７年度：第１１回 西蒲区自治協議会 まちづくり・産業部会 会議概要 

 

◆会議概要 

 ○名称：西蒲区自治協議会 令和７年度 第１１回まちづくり・産業部会 

○日時：令和８年２月２５日（水）午前１０時３５分～午前１１時 

 ○場所：巻地区公民館 ３階 小ホール前ロビー 

○出席委員：石田委員、上原委員、岩﨑委員、近藤（イ）委員、本井文吉委員、 

      相馬委員、大橋委員、滝沢委員、五傅木委員 

以上９名（欠席：岡﨑委員） 

○事務局：地域総務課主査 

 ○傍聴者：０名 

 

◆会議内容 

令和７年度区自治協議会提案事業 事業評価について（にしかん応援隊） 

・同日に開催した「にしかん応援隊活用セミナー」の振り返りと今年度の活動内容につ

いて事業評価をするため意見交換を行いました。 

・なお、上記セミナーの参加者は２４名でした。 

 

＜主な意見＞ 

・セミナーの時間が短かった。１時間くらいあってもよかった。特に質疑の時間をもう

少し取るべきだった。 

・応援隊はイベントの主力ではなく、あくまで補助。そもそも応援隊がいないと成り立

たないというようなイベントは対象外。セミナーでそういう話ができたのはよかった

のでは。 

・対象事業の線引きはしっかりした方がよい。 

・募集側はどうしてもしっかりした仕事を用意しないといけないのでは、という気持ち

になるが、応募者と募集側がお互い負担にならない、ほどよい仕事内容でよいのでは。

予備要員としているだけ、イベントを楽しんでもらうなど、まずは関わるというのが

大事。 

・事業は単発で終わりがち。事業の継続性については、この応援隊の仕組みづくりを部

会でしっかり行うことができれば、行政など他でもこの制度をしっかり続けて行ける

のでは。 

・セミナーは年１回やってもいいのでは。コミ協の役員なども代わるところもあるし、

しっかりと応援隊制度の理念を伝えていきたい。 

 

 

その他 

  なし 

資料１－３ー１



西蒲区自治協議会 第６回広報部会 会議概要 

 

◆会議概要 

 ○日時：令和８年２月１０日（火）午後２時００分～午後２時３０分 

 ○場所：西蒲区役所 会議室 

○出席委員：乙山委員、岩見委員、小栁委員、佐々木（貴）委員 

以上４名（欠席：相馬委員、滝沢委員） 

 ○事務局：地域総務課副主査２名 
 ○傍聴者：０名 
 

 

◆会議内容 

西蒲区自治協議会通信「じちきょう」第２４号の発行に向けて 

 ○「じちきょう」第２４号の紙面について、協議を行いました。 

 ○協議の結果、紙面レイアウトは２校の内容で決定し、改めて軽微な語句などの修正をし

た上で、校了することとしました。 

 

 

 

資料１－４


